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患者体験調査の意義
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患者体験調査とは

•患者の体験を中心的存在として、
がん患者とその家族の療養における体験を
把握するための調査

がん対策は患者さんや
その家族へは

どう影響しているのか？

提供される医療は
よくなっているのか？？
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各分野の取り組むべき施策が（中略）
効果をもたらしているか（中略）科学的・
総合的な評価を行い、必要に応じてその
結果を施策に反映する



第２期がん対策推進基本計画 第３期がん対策推進基本計画 第４期がん対策推進基本計画

H24 H26 H30       H31         R1 R5

第1回
患者体験調査

第2回
患者体験調査

小児
患者体験調査

第3回
患者体験調査

これまでの調査

第1回：https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/040/050.html
第2回：https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/040/index.html
小 児：https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/050/index.html 6

https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/040/050.html
https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/040/index.html
https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/050/index.html


第４期計画における活用

「第４期がん対策推進基本計画ロジックモデル 確定版」」 より抜粋 7



患者体験調査の概要
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患者体験調査の特徴

•直接患者さんの体験を質問
• がん対策のアウトカムにできるだけ近い事柄

•可能な限りがん患者全体を代表するよう工夫
• 科学的な抽出手法（無作為抽出）

• がん以外の患者さんとの比較
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全国
院内がん
登録施設

患者

一部
無作為抽出

無作為抽出

母集団：院内がん登録に
登録された患者

調査方法
⇒ 層化二段無作為抽出法



調査方法 ー２段階の抽出

•１段目：施設の抽出
• すべてのがん診療連携拠点病院等が対象

• 上記以外の施設を全国から無作為に抽出

•２段目：対象者の抽出
• 各施設から対象者を無作為に抽出

• 2021年にがんで治療開始された方
＋がん以外の疾患で治療された方

がん診療連携拠点病院等：
・都道府県がん診療連携拠点病院
・地域がん診療連携拠点病院
・特定領域がん診療連携拠点病院
・地域がん診療病院
（全類型の特例型も含む）
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調査方法ー１段目
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病院の種類 抽出数

国指定

都道府県拠点病院*1 全数

地域拠点病院*2

（国がん／特定領域を含む）
全数

地域がん診療病院*3 全数

国指定
以外

上記以外で、院内がん登録に
参加している施設*4

無作為抽出
100施設

*1 都道府県拠点病院 = 都道府県がん診療連携拠点病院
*2 地域拠点病院 = 地域がん診療連携拠点病院
*3 地域がん診療病院 = 地域がん診療病院
*4 それ以外の院内がん登録病院：

・都道府県から推薦された施設
・上記以外で任意で院内がん登録に参加している施設

がん
全体の
約5割 がん

全体の
約7割

カバー率

カバー率：https://ganjoho.jp/public/qa_links/report/hosp_c/pdf/2018_report_add.pdf



調査方法 ー２段目
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グループ グループ定義

A 診断時、18歳以上40歳未満のがん患者

B 診断時、40歳以上のがん患者

C 第2回調査と同じ調査票を送付するがん患者

D 年収や学歴の質問を追加した調査票を送付するがん患者

E がん以外の受診者

今回の速報値は、A Bグループの集計結果です



質問項目例

•初めて受診～診断～治療開始の時間

•治療開始までに十分な情報があったか

•医師・スタッフから必要事項の説明があったか

•経済的な負担の程度

•治療の見通しが持てたか

•就労継続への相談・サポートの有無

•相談支援センター、ピアサポート

•周囲との関係

など
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集計方法

•調査方法を元にサンプリングによる抽出確率と回収状
況を反映したウェイト（重み）を作成した

• ウェイトを使用して、母集団の構成に調整した補正値
を算出した

•能登半島地震の影響により、当該地域の患者は調
査対象から除外したため、母集団構成から除いた
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集計方法

•本報告では速報値として無回答を含む回答分布を
提示する

•第２回調査までの報告では、無回答を除外してがん
対策の指標を算出していたため、最終報告では、無
回答を除外して回答分布を算出する予定である
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集計方法

• ABグループ全体と3群の層別化集計を行った
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グループ グループ定義

A 診断時、18歳以上40歳未満のがん患者

B 診断時、40歳以上のがん患者

希少がん患者
ABグループから希少がんの定義*1を
用いて抽出した患者

若年がん患者 希少がんを除くAグループの患者

一般がん患者 希少がんを除くBグループの患者

*1：Rarecare分類による定義
http://www.ncc.go.jp/jp/cis/divisions/06health_s/files/06health_s_work.pdf
（希少がんワークショップ報告書・巻末資料1より抜粋）



結果
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調査対象数

•対象施設：367施設

•発送数：32,716名

•回収数：14,797名 （回収率45.2％）

•報告対象（11,169名）
希少がん患者：4.6%

若年がん患者：2.1％

一般がん患者：93.4％
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注：
小数点以下第２位で四捨五入のため、
１００％にならない



病院探しに対する困難感
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医療者とのコミュニケーション
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医療者とのコミュニケーション
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医療者とのコミュニケーション

23注：がん患者本人の回答のみ



がん相談支援センター
／ピアサポートの認知度
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相談支援
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相談支援

26注：問３６は、がん診断時に収入のある仕事をしていた人に限定して解析



就労

27注：問41はがん診断時に収入のある仕事をしていた人に限定して解析

問41

問41(1)

問32



就労継続
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注：がん診断時に収入のある仕事をしていた人に限定して解析



経済的負担
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問20



経済的負担
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問22



妊孕性に関する説明
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注：４０歳未満の回答者に限定して解析



アピアランスケア
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社会とのつながり
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社会とのつながり
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社会とのつながり
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まとめ
• 医療者とのコミュニケーションについて、身体的なつらさがある時に、すぐに医療ス
タッフに相談できると思うか ややそう思う23.6% とてもそう思う39.7%

• 相談支援体制について、がん相談支援センターを知っている方は53.6%，ピア
サポートを知っている方は 14.6%

• 仕事と治療の両立支援について、診断時に収入のある仕事をしており、治療開
始前に就労の継続に関して、病院の医療スタッフから話があった方は 38.6%

• 生殖機能（妊孕性）について、40歳未満の患者で、妊孕性について影響が
ある、と説明を受けた方は 56.1%

• アピアランスケアについて、がん治療による外見の変化に関する悩みを医療スタッ
フに相談できた方は 24.3%

• 社会とのつながりについて、自分らしい日常生活を送れていると思うか ややそう
思う24.3%、そう思う53.0%

であった。

36
※値は全て、無回答を含む集計の補正値。



最後に
本調査にご協力いただいた病院関係者の皆様と

貴重なご意見をいただいた患者の皆様に

心より感謝いたします。

報告書公開先URL：

https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-
serv/project/R5index.html
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https://www.ncc.go.jp/jp/icc/health-serv/project/R5index.html
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